
第 14 回 

多多摩摩高高次次脳脳機機能能障障害害研研究究会会  

講講  演演  会会  
 

 

 

拝啓 

時下益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、多摩高次脳機能障害研究会の講演会を下記のように開催させていただくこととなりました。 

ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 

日時 ： 平成 26年 2月 7 日（金） 1９:００～２１:００ 

会場 ： 国分寺いずみホール （JR中央線・武蔵野線 西国分寺駅南口徒歩 1分）  

    国分寺市泉町 3-36-12   ℡:042-323-1491 

プログラム  
 

19:00～19:05 【開会の辞】   国立病院機構災害医療センター院長 高里良男 先生 
              

19:05～20:00 【講演1】  

 

  座長 国立障害者リハビリテーションセンター学院長 中島八十一 先生  

  
 

脳神経外科医から診た頭部外傷後の高次脳機能障害               
 

日本赤十字社 事業局長 富田 博樹 先生 
  

                        

20:00～20:55 【講演2】  

 

座長 東京慈恵会医科大学附属第三病院リハビリテーション科 渡邉 修 先生 
     

対応が難しい高次脳機能障害のある方への考え方 

～日々の生活の中から～ 
 

          世田谷ボランティア協会の高次脳機能障害相談員 和田敏子 先生 
 

20:55～21:00 【閉会の辞】 杏林大学リハビリテーション医学教室教授 岡島康友 先生 
 

 

主催 多摩高次脳機能障害研究会 

共催  アステラス製薬 

 

 



         
 


